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学会 トピ ッ クス

第 47 回 日本人工 臓器学会大会参加印象記

峰 　島　三 千 男

東京女子医科大学臨床工 学科

　標記学術 集会 が ， 去 る平成 21 年 11 月 12 日（木）〜

14 日 （土），新潟 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー朱鷺 メ ッ セ

に お い て盛会裏 に挙行 さ れ た ，大会長は林　純
一

先生

（新潟大学大学院医歯学総合研究科呼吸循環外科学分

野教授）で，新潟で の 同学会開催 は 実に 19 年ぶ りの

こ とで あ っ た ．近 年 の 日本 人 工 臓器 学会 で は ア フ ェ レ

シ ス に関連す る演題 は残念な が ら きわ め て 少な い 傾 向

が 続 い て い た が
， 今回 は 以 下 に 示 す 2 つ の ア フ ェ レ シ

ス 関連 セ ッ シ ョ ン が組 まれた （以下敬称 略）．

（1） パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 　血液浄 化法 の 選択 と

適応

司会 ：斎藤 　明 （東海大 学）

　　　衣笠 え り子 （昭和大学横浜市北部病 院）

　1）仲村将高 （千葉大学大学院）：劇症肝不全 ， Sep・

　　 亡ic　 Shock に 対 す る 持 続 的 血 液 ろ 過 透 析

　　 （CHDF ） の 血 液浄化量 の 強化方法

　 2）佐 藤 隆 （名 港 共 立 ク リ ニ ッ ク ）：On −1ine

　　 HDF ／HF の現状 と適応

　 3）友　雅司 （大分大学）：Acetate　 free　 biefiltra・

　　 tion の 生 体適合性 （シ ス テ ム か ら み た可能性）

　4）峰島三 千男 （東京女子 医科大学）：DFPP 療 法

　　 の 最近 の 進歩 と期待 さ れ る分離技術

　5）平和伸仁 （横浜市 立 大 学市民 総 合医療 セ ン タ

　　 ー
）：吸着療法 の 適応 と選 択 （LDL ア フ ェ レ シ

　　 ス お よ び白血球系細胞除去療法を中心 に ）

　6）衣 笠え り子 （昭和大学横 浜市北部病 院）：単純 血

　　 漿交換療法 （PEX ）

　 い ずれ も適用 と最近の 治療条件 に 関す る内容 で あ っ

た．1）に つ い て は救命率を少 し で も改善 す べ く血液浄

化量 の さ らなる強化 が ， 4）に つ い て は DFPP の 変 法

で あ る，DF サーモ
，
　 Plasma 　Diafiltration 等 の 比 較

的新 しい 技術が紹介 された．また ， 5）， 6）に つ い て は

現状の適用 と問題 点に つ い て詳 し く説明が な され た．

（2 ）　 ワ ーク シ ョ ッ プ　疾患治療の た め の 血液浄化療

法

司会 ：峰島三 千男 （東京女子 医科大 学）

　　　 西 慎
一

（新潟大学）

　 1）深津敦 司 （京都大学）：DFPP に よ る C 型肝炎

　　 ウ ィ ル ス 除去 の 方法 と有効性

　 2）岩倉　篤 （天理 よ うつ 相談所病 院）：活動 期感染

　　 性心 内膜 炎 に 対 す る エ ン ドトキ シ ン 吸着療 法 の

　　 有用性 の 検討

　 3）高瀬信弥 （福 島県立大学）：心臓大 血管手術後敗

　　 血 症 お よ び SIRS へ の エ ン ド トキ シ ン 吸 着

　　 （PMX ）＋ CHDF 療法早期導 入 の 成績

　 4）米川元樹 （札 幌北楡病院）二閉塞性動 脈硬化 症 に

　　 お け る modified 　DFPP の有用性 と限界

　 5）古市賢吾 （金沢大学）：白血球除去療法 に よ る ネ

　　 フ ロ ーゼ症候群の 治療

　 6）長谷川　 進 （新潟大学）：ABO 不適合腎移植 に

　　 お け る抗体除去療法の 有効性 と問題 点

　 7）鈴木健司 （新潟大学）：難治性潰瘍性大腸炎 に対

　　 す る免疫調整 剤 を併用 し た 外来血 球 成分除去 療

　　 法の 経験

　著者が 司会 を さ せ て い た だ い た 本セ ッ シ ョ ン で は ，

既存の 血液浄化技術の 新 し い 適用 に関す る もの や ， 治

療 技術 の 若干 の 変更 に よ り治療効果 を高め た 内容 に つ

い て 報告が な さ れ た ．1＞に つ い て は 2008年春 に新 た

に 保険収載 さ れ た DFPP に よ る C 型肝炎 ウ ィ ル ス 除

去 に 関 し，そ の 治療効果 な らび に 問題点 に つ い て 報告

が な さ れ た ．同 ウ ィ ル ス は そ の サ イ ズ か ら考え て ， 二

次膜 で あ る 血漿成分分画膜 に は完全 に 阻 止 さ れ る が ，

問題 は細孔分布 を もつ 血漿 分離膜 の透過性 と思 われ た ．

総潅流液量 と治療効 果 の 関連 に つ い て 今後 詳細 な検討

が望 まれ る．2）に つ い て は活動期感 染性心 内膜炎，3）

に つ い て は心臓大 血 管手術後敗 血 症 に 対 す る PMX
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の 効 果 に つ い て の 報告がな さ れ た ．治療の タ イ ミ ン グ

と dose ， さ ら に他 の 治療法 と の 組み 合わせ効果な ど

が今後少 し ずつ 解 明さ れ て い くも の と思わ れ た 。4）に

つ い て は，ASO 患 者 の 末稍循環 障害 に は コ レ ス テ ロ

ール よ り も フ ィ ブ リ ノ ーゲ ン 除去が 重 要で あ り，

DFPP 変法 の 1 つ で あ る cryofiltration が有効 との 内

容で あ っ た ．但 し ， 感染を引き起 こ した場 合は こ の 限

りで は な い と の 説明 も加 え ら れ た ．5）に つ い て は難治

性ネ フ ロ
ーゼ症候群 に対 す る LCAP 療法 の 効 果 に つ

い て の 報 告 で あ っ た ．同 症候 群 の 1 つ で あ る FSGS

に つ い て は 30−50kD の 液性因子 が関与 との 実験 的検

証 もあ り， DFPP な ど の 他の 血液 浄 化法 や免疫抑制

剤に よ る 有効 性 と の 差違に つ い て 今後検討 さ れ る こ と

を望 み た い ．6）に つ い て は ABO 不適合移植 に対する

バ イ オ シ ン ソ ル ブ に よ る抗体 除去 ， 7）に つ い て は UC

に対 す る LCAP 十免疫調整剤の 治療効果が 報告 さ れ

た ．

　 い ずれ も比較的新 しい 試み に関す る臨床的検証に 関

す る も の で ， 聴衆か ら も熱心 な質問が 多数出さ れ て い

た ．今後，治療効果 の メ カ ニ ズ ム の 解明 な らび に そ れ

に も と つ く治療法の 確立が な され る こ と を切 に希望す

る．

　本大会で は，そ の ほ か 救急 ・災害医 療 に お け る人 工

臓器 の 役割や体外循環 時 の 血栓形成な ど
， ア フ ェ レ シ

ス に も関連 した興 味深 い セ ッ シ ョ ン が多数企画 され て

い た．本学会 会員 の 先 生方 も ，

一
度 は同学会 に 参加 さ

せ る こ とをお勧めす る．初 め て 見聞 きす る ような基盤

技術に 遭遇 す る こ と は間違 い な い と思 わ れ る．

　第 48 回 日本人 工 臓器学会大会 （大会長 ：山家智之 ，

東北大学加齢医学研究所病態計測制御研究分野教授）

は 平成 22 年 11 月 18 日（木）〜20 日 （土）， 仙台国際セ

ン ターで 開催 さ れ る．
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